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２０２２年（令和４年）１月－ ３月の主な組合活動報告 

 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 

１） 第１０５回理事会 １月２０日 リモートにて実施 理事１０名、監事 １名

       ☆ 議事録は４月１２日の第１０６回理事会議事録と共にこのあとのページにて掲載。 

２）「パウダーコーティング」誌２０２２年新年号発行 １月２４日付 

   ☆ パウダー協ホームページに２０１５年夏季号以降掲載 含めて 

【情報誌】

    ＊ 巻頭言     年頭のご挨拶   

                一社）国際工業塗装高度化推進会議（ＩＰＣＯ） 理事長  坂井 秀也氏 

         ＊ シリーズ  持続可能な社会の実現を目指すＳＤＧｓ 

                  （３）塗料・塗装産業分野における取組みとは         奴間 伸茂氏

＊ トピックス 粉じん爆発の最新防護技術と最近の動向

                     ＢＳ＆Ｂ セイフティ・システムズ株式会社  那須 貴司氏  

       ＊ トピックス ＡＢＡ資格認定制度 工場塗装管理技術者について

         ＡＢＡ 専務理事（㈱マルシン 代表取締役社長）       近藤  旭氏                               

＊ 海外情報  ベトナム・ホーチミンから 戸﨑産業株式会社   取締役   戸﨑 勇人氏              

【組合誌】

    ＊ パウダー協よりの新年のご挨拶

     ＊ ２０２１年（令和３年）１０-１２月の主な組合活動報告  

     ＊ 名古屋支部研修会報告     ＊ 製品紹介 ４社

    ＊ 組合トピックス 戸﨑産業㈱における外務省 JAPAN SDGs Action Platform  取得報告   

◇ パウダー誌はパウダー協ホームページにアップしております。

      http://www.powder-coating.or.jp/    パウダー協ホームページ 

      http://www.powder-coating.or.jp/pc/  パウダーコーティング誌 

３) 粉体塗装研究会セミナー  

２０２２年第１回目 ２月 １５日（火） リモートにて実施

  参加連絡は３１社から慈善連絡有り。また、年間会員の皆様にはリモートのアドレスを事前 

送付対応をした。  

     １．筒井工業株式会社  代表取締役社長  前島 靖浩氏  ９０分 

      〔 前島氏は日本パウダーコーティング協同組合副理事長、アルミニウム合金材料工場 

塗装工業会(ABA)理事 〕

       ① 同社のご紹介と取組について

   ② ツツイ式Ｔ－ＣＸについて  同社コンサルティング事業部 コミュニケーションセ 

          ミナー（ＬＡＢプリファイル®＆コーチング）他                       

 ２．塗料塗装技術研究所 代表  奴間 伸茂氏  ９０分 

【元 一社）日本塗料工業会常務理事、現 一社）国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）

組 合 便 り １

http://www.powder-coating.or.jp/
http://www.powder-coating.or.jp/pc/
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アドバイザー】 

             パウダーコーティング誌２０２１年夏季号、秋季号、２０２２年新年号に向けて現在注 

目されていますＳＤＧｓについてこれまでのご経験も踏まえて寄稿いただきました。 

今回はその集大成としてご講演いただいた。 

 

４）粉体塗装技術要覧第５版編集会議及び発刊 

    ① ２０２２年に入ってもリモート及びメールにての対応で編集を実施。 

    ② １月末に塗料報知新聞社より発刊。編集委員会を解散。 

     尚、パウダー協会員及び粉体塗装研究会年会員の皆様には１冊/１社配布を実施。 

     

５）クオリコート委員会定例会議  ３月 ２日〔（一社）軽金属製品協会及びリモート開催〕 

 

６）ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕理事会、合同部会他 

    ①  １月２５日 :  理事会  （塗料報知新聞社会場及びリモート開催） 

    ②  ２月１６日 ： 合同部会（塗料報知新聞社会場及びリモート開催）  

             

   ７） 関係団体・関係会社等の総会・セミナー等 

     ① １月１８日 独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 

 可燃性液体用静電ハンドガンスプレー装置に関する技術指針委員会にリモート 

参加(第３回目会合) アドバイザーとして２回目委員会より参画。 

           ３月にその安全要求事項および試験方法としてまとめられ冊子が発行された。 

  ② ３月  ９日 アルミニウム合金材料工場塗装工業会（ＡＢＡ）総会 リモート 

 ③ ３月１１日 全国中小企業団体中央会 組合活性化オンラインセミナー  リモート 

     

（新会員・会員・関係先転居関係）  

（会員会社） 

１．㈲田岡塗装  ２０２２年３月入会届受理 ４月１２日の第１０６回理事会にて承認手続き 

を実施し、承認されました。 

   場 所 ： 広島県 呉市 天応西条２－１３－２ 

   代表者、ご担当者 ： 代表取締役 田岡 豊氏 

 

２．旭サナック㈱  東京支店移転 １月１０日より  

 東京都千代田区岩本町２丁目１８－３ ＮＢＳ岩本町ビル７Ｆ 

  TEL: 03-5846-9675  FAX: 03-5846-9685  

 

３．㈱中央ネームプレート製作所(北海道支部) 

    ① 氏家 界平氏が代表取締役社長から会長に就任されました。 

       ② 新社長は氏家 利道氏です。 

   

（４月以降の主な今後の予定） 

  １． ４月  ７日(木)   パウダー協会計監査  近藤監事    パウダー協事務所にて 

       ⇒ ４/７に監査を実施し、いくつかの指摘をいただき修正致しました。 
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  ２． ４月１２日(火)   第１０６回理事会    リモート開催  

 ⇒ ４/１２実施致しました。この後の議事録を参照ください。   

  ３． ４月２２日（金） パウダー誌春季号発刊   

  ４． ５月１８日（水） パウダー協第２６回総会  メルパルク東京にて実施予定     

  

（東京都環境局「Clear Sky サポーター」） 

２０１９年９月に登録して２年半経過しました。粉体塗装は目的に合致した塗装方法だと考

えて登録したものです。（ＶＯＣ削減） 

会員の中では、関西ペイント㈱（東京事業所）、関西ペイント販売㈱、㈱三王、大日本塗 

料㈱、中国塗料㈱、ロックペイント㈱様が登録されています。関係団体等では一社）日本 

塗料工業会、一社）国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）、坂井技術士事務所様です。 

東京都に事業所をお持ちの法人及び東京都にお住まいの個人の方々は登録できますのでどう

ぞ！  

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/index.html    

登録者一覧     

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/clear_sky.html 

          

   Clear Sky サポーターロゴ            支給のトートバッグ 

                  

 

  ☆ パウダーコーティング誌のバックナンバーについては２０２２年新年号までの分を 

パウダー協ホームページのパウダーコーティング誌タブにアップしております。 

 

☆ パウダー協ホームページの関連データにつきまして 

   数年前まで掲載してました海外データにつきましては、入手困難や入手できても掲 

載不可のケースが多いことから、経済産業省から出される統計データを当組合(事務 

局)なりにまとめたものを中心に今後は掲載することに致しました。 

５月中には他のホームページの改定を含めてアップして参ります。 

                        以上、パウダー協事務局より 

                                

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/index.html
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/clear_sky.html
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２０２２年（令和４年）２月４日 

第１０５回 理 事 会 議 事 録 

（リモートにより実施・Ｚｏｏｍ使用） 

 

日本パウダーコーティング協同組合 

福田 良介 

 

(1) 召集年月日     ：  ２０２２年（令和 ４年） １月１１日 

(2) 開催日時及び場所  ：  ２０２２年（令和 ４）年 ２月１日（火） 午後１時１０分―午後２時３０分  

                    「リモートにて実施・Ｚｏｏｍ使用」 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

      理事の数１５名  監事の数２名 

出席理事の数   １５名の内 １０名本人出席（オンラインにて）、 

出席監事の数     ２名の内   １名本人出席（オンラインにて） 

(4) 議長の氏名     ：  渡邊  忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 :  福田 良介 

  (6) 議事経過の要領及びその結果 ： 

   

    第１０５回理事会はコロナオミクロン株による第６波の真っただ中のため今回もリモートにて実施。 

承認事項、報告事項に関しては特に異議はございませんでした。 

 

（議事内容） 

 （１） 承認事項 

    1) 組合員、賛助会員入退会について 

        ① ２０２１年９月-２０２２年１月は入退会無し。 

           ② 賛助会員 ㈱桂精機製作所 ⇒ ㈱ヒートエナジーテック 横浜市港北区新羽町964-21 

         １０月１日付で同社熱設備事業部の分社化によるもの 登録変更  報告のみ 

    ③ ２０２２年１月 ㈲田岡塗装（広島県呉市）より協同精機㈱様経由で資料等の請求が有り、１月２５日に一 

式送付（１月２４日発行のパウダー誌含めて）。 今後、事務局にて対応することを報告。 

 

      ☆ ２０２２年１月２７日現在会員数      組合員  ５０社  賛助会員  ２３社（＋１社 休会中 ）        

 

（２）報告事項 

     1) 第２６期 9月 － 1月活動報告     

           ・ 第１０４回理事会（ ９月 ３日 リモートにて実施 ）  

    ・ パウダー誌発行（ＷＥＢ版） （ 秋季号 １０月２２日、 新年号 １月２４日 ） 会員全員に印刷して配布 

           ・ パウダー誌編集委員会（ １０月１２日 大井町きゅりあんにて ）  

           ・ 粉体塗装研究会セミナー（ １１月 ９日に 2021-4 を実施 リモート ）  次回は２月１５日 リモートにて 

              参加者 申込人数 ３７名（ 各事業所で数名参加されても１でカウント ）  年間会員向けには毎回ビデオを 

                                                                         送付。 

         ・ 粉体塗装技術要覧第５版の編集（発刊は㈱塗料報知新聞社） ２０２１年度の活動として実施。開 

始は２０２１年５月。  

        編集委員長 ： 河合先生 編集委員 ： 佐川氏（関西ペイント㈱ ）、野村氏（日本ペイント・ 

        インダストリアルコーティングス㈱、柳田氏（旭サナック㈱ ）、壱岐氏（日鉄防食㈱ ）、吉田 

氏（日本パーカライジング㈱ ）、竹内先生（茨城大学名誉教授、研究会会長 ） 

  幹事 塗料報知新聞社 有馬社長、藤井氏、パウダー協 福田 

        ① コロナ禍ではあるが適宜編集委員会を実施（ 会合形式及びリモートにて ） 
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        ② 発刊は１１月を予定していたが、コロナ禍によりリモートでの活動が主となり、遅れを 

生じて２０２２年１月末の発刊となった。 

          ③ パウダー協会員向けに１冊/１社 贈呈、合わせて粉体塗装研究会年間会員向けに１冊/ 

          １社 贈呈。関係団体への贈呈も有り、贈呈は合計１２０冊ほどとなる。           

      ・ JAPCA News  ２１６（ ９月号 ） - ２２１（ １月号 ）  毎月月初め発行 

          コロナ禍によりニュース項目が多いことから各月２－３回の事前送付版等を配信。 

           ⇒ コロナで会員各位との交流が薄くなることからパウダー誌の印刷送付含めて極力配信回数を増や 

しています。 

     2) 対外活動 

         ・ ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）理事会 （ １０月２０日、１２月１６日、１月２５日 リモート、ハイブリ 

          ッド方式にて実施され参加 ）  高橋理事、福田 

         ・ クオリコート委員会定例会議 （ １１月 ４日 ハイブリッド方式） 

・ 塗料産業 夢・ロードマップ２０４６ 塗料報知新聞社，都産研，ＩＰＣＯ，ＣＥＭＡ，パウダー協   

   ９月１５日 初回ワーキンググループ会議  都産研にて   高橋大理事、福田出席 

・ 労働安全衛生総合研究所 「可燃性液体塗料用静電ハンドスプレイ装置の安全要求事項および試験方 

法」  のアドバイザーとして第２回目より参画（ １０月２７日、１月１８日 ）  福田 

・ コーティングジャパンでの講演参加（ １２月９日 ＣＥＭＡ⇒ＩＰＣＯ枠の中で） 粉体関係は福田が講演  

・ 中央会振興部主催の「全国団体向け研修」に参加（ １２月１７日 補助金関係 ） 

          ・ 関係団体における総会や賀詞交歓会はコロナ禍により全部中止となった。 

 

 （３） 第２６期予算と１月２７日現在の実績  

           資料 １ ： 第２６期予算と１月２７日現在実績及び今期見込みを報告    

 

（４） その他        

       1) 支部催し報告   

   ・ 名古屋支部 ：  １１月２６日  支部年末研修会  

            １２月  ７日  名古屋支部交流会 

                     名古屋市工業研究所における取組みにも参画 
  ・ 東京支部  ： １１月１７日  支部幹事会 

            １月２０日に支部会の開催を計画するもコロナ禍で中止に。 

  ・ 大阪支部  ： １１月 ９日  支部役員会 大阪ガーデンパレス 

  

        2) 粉体塗装研究会 ： セミナーは２０２１年度６月の２０２１－３，１１月の２０２１－４，をリモートにて実施。 

２０２２年２月の２０２２－１セミナーは２月１５日にリモートにて実施する。〔 ２０２１年４月の２０２１-２セミナー

及び２０２１年度工場見学会は中止、尚、２０２１-１セミナー（２０２１年２月）は対面式で実施 〕  

         （ 配布資料 資料２ 粉体塗装研究会２０２１年度決算  研究会は１-１２月決算 ） 

   

    ⇒ ここまでの報告事項については一括して福田より説明。参加者から特に異議なし。 

 

    次に、関係団体からのご報告をいただいた。（当組合役員の方々で他の関係団体の役員をされておられ 

る方々より） 

  3) ＩＰＣＯ〔高橋（大）理事〕，ＡＢＡ（近藤監事），日塗商・青年部（社本理事）より概況等。 

         ＩＰＣＯ ： ① １２月のコーティングジャパンでの講演(ＩＰＣＯについて 高橋大氏、粉体塗装 

             に関して 福田） 

           ②  溶剤塗装に関する安全ポスターを作成（Ａ２版）⇒ 当組合でも１社１枚は配布。 

             希望者は申告後配布。パウダー協事務局でもニュース等でアナウンスする。 

           ③ ２０２２年５月のコーティングジャパンでの講演 ⇒ 大阪支部にて講演いただく 

ことで基本進める。資料は事務局作成も可） 長谷川副理事長に調整依頼 
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           （高橋大理事より）  

     ＡＢＡ ： ① １１/８ ＳＤＧｓ勉強会を実施。 

                     ② ＡＢＡ認定資格制度 ― 工場塗装管理技術者 について   

パウダー誌新年号に掲載 

           ③ 建築再生展等に展示参加をしていく予定。 

                                         （近藤監事より） 

     日塗商 ：  ① 引き続き粉体塗装研究会セミナーに日塗商青年部として参加。  

                                         （社本理事より） 

 

次に、参加者の方々より現状報告をいただいた。 

  ・ リン酸不足、価格高騰 ⇒ 化成処理剤の価格アップ 

  ジルコニウム処理への変換が進むのでは  ⇒ 川下における認定が必要であるため中々進まな 

いのも実情。 

  ・ 塗料用原材料、特に輸入原料の価格高騰で塗料価格もアップ。販売店含めての値上げ交渉が大 

変な状況。 

    ・ 半導体不足が自動車業界等の生産量に大きく影響。生産量が落ちると塗料の使用量も減るので 

    塗料・塗装業界としても影響が大きい。自動車業界では大きな値引きをしなくても販売できる 

ことから利益としては良好の様である。 

    ・ 筒井工業㈱におけるコンサルティング事業に関して ⇒ ２/１５の研究会セミナーの中で講 

演する. 

    ・ 組合及び研究会会計において各種催しができないことから大きく余剰金が出るようならば賦課 

金や研究会会費を下げることも考える。 ⇒ コロナ禍が落ち着いた後に検討 

但し、組合関係は結構固定費が決まっていること及び研究会からの委託料もセミナー中止等で 

減少している。４月の決算理事会にて２０２１年度の報告を行う。 

 

社本理事より ⇒ 組合におけるデジタル化は！ 

 ① 前任の鈴木氏よりデータはハードディスク保管されている。(紙媒体は極力少なく) 

   1) ネット対応のハードディスクにて通常管理 ＰＣの中は必要最低限のみ（作成中等） 

    一度、ネット対応のハードディスクが急に故障して使用できなくなった。外付けハードディ 

スクにバックアップしていたので故障前数日程度の分は消えたがＰＣ内やメール保管分など 

でほぼ回復。それ以降バックアップ用として２個用意している。 

   2) JAPCA Newsはホームページにもアップしている。また、パウダー誌は２０１５年夏季以降ホ 

ームページにアップ。本来印刷送付は行わないことで対応していたが、コロナで会員各位と 

の意思疎通が薄くなることからこの時期のみ会員分印刷して送付している。 

    （パウダー誌発行１回で ６０００－８０００枚プリンター印刷）  

   3) ＰＣの安全性 ： 使用しているソフト及び外付け機器を説明。 

 

次回理事会は！ 

  ４月上旬（３月に入ったら事務局にて日程調整依頼を出します） 

  近藤監事には監査依頼。                    

                                          以上  
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２０２２年（令和４年）４月１２日 

第１０６回 理 事 会 議 事 録 

（リモートにより実施・Ｚｏｏｍ使用） 

 

(1) 召集年月日     ：  ２０２２年（令和 ４年） ３月２３日 

(2) 開催日時及び場所  ：  ２０２２年（令和 ４）年 ４月１２日（火） 午後１時１０分―午後３時００分  

                    「リモートにて実施・Ｚｏｏｍ使用」 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

      理事の数１５名  監事の数２名 

出席理事の数   １５名の内   ９名本人出席（オンラインにて）、(別途委任状 ４名)   

出席監事の数     ２名の内   １名本人出席（オンラインにて） 

(4) 議長の氏名     ：  渡邊  忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 :  福田 良介 

(6) 議事経過の要領及びその結果 ： 

   

    第１０６回理事会は３月２１日のまん延防止解除後もコロナは引き続き高止まりの状況であったことから 

  リモートにて実施。 

 

（議事内容） 

 （１） 承認事項 

    1) 組合員、賛助会員入退会について 

        ① ２０２２年１月-２０２２年３月 入会申し込み１件 

               企 業 名  ： ㈲田岡塗装 

受 付 日  ： ２０２２年３月１７日付( ３月２２日郵送受理 )  

代表者名   ： 田岡 豊氏（ 代表取締役 ） 

ご 担 当  ： 同 上 

住    所  ： 〒737-0883  広島県 呉市 天応西条 2-13-2 

業務形態  ：  塗装業 

⇒ 審議の結果、全会一致で承認 

 

       ☆ ２０２２年３月３１日現在会員数      組合員  ５０社  賛助会員  ２３社（ １社休会中 ）        

        〔 ㈲田岡塗装様承認後 組合員 ５１社 〕 

 

（２）報告事項 

     １） 第２６期１月－３月活動報告     

        ・ ２０２２年賀詞交歓会 ： コロナ禍により中止 

     ・ 第１０５回理事会（ １月２０日）リモートにて実施 理事１０名、監事 １名   

 ・ パウダー誌発行（ＷＥＢ版）（ １月２４日 会員全員に印刷して配布 

      ・ 粉体塗装研究会２０２２－１セミナー（ ２月１５日）  年間会員向けには毎回ビデオを送付。 

      ・ 粉体塗装技術要覧第５版の編集（発刊は㈱塗料報知新聞社） ２０２１年度の活動として実施。 

       ２０２２年 １月末に塗料報知新聞社より発刊。会員に１冊ずつ配布。 

       別途、粉体塗装研究会年間会員向けに１冊ずつ配布（研究会会計処理）  

     ・ ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）理事会（ １月２５日、２月１６日） 

         ・ クオリコート委員会（ ３月２日） 

     ・ 安衛研 技術指針委員会にアドバイザーとして参画（ １月１８日） 委員長 崔部長 

      「可燃性液体塗料用静電ハンドガンスプレイ装置の安全要求事項および試験方法」  

      ２０２２年３月発刊 １００冊入手  順次配布する。 
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      ＊次回は粉体塗装ガンで同様の委員会を作ることから話があったもの。 

     ・ ＡＢＡ総会（ ３月 ９日）定期総会 リモート参加 

     ・ 中央会主催 組合活性化オンラインセミナー（ ３月１１日） リモート  

      ⇒ 以上の報告事項に関しては特にご意見はございませんでした。 

 

 （３）第２６期事業報告書(案)に関しての審議 

    第２７期事業計画書(案)に関しての審議 

    福田より内容報告。 

   本日の第１０６回理事会内容を踏まえて修正後、理事会メンバーに送付確認いただき、４月 

末までに変更・修正等あれば連絡を事務局まで出していただくことにした。 

   (第１０６回理事会部分報告事項、㈲田岡塗装様承認など) 

⇒ (３)、(４)共に提出された資料については審議の結果、全会一致で承認されました。 

 

  （４）出席者の方々より現状報告他 

１）ＩＰＣＯ  

  ・ ５月１２日 コーティングジャパンでの講演  ＩＰＣＯ枠の中でパウダー協として講演 

     当日２番目の講演  ２０分 (株)大瀧商店 大瀧社長 ２０分 福田もしくは片山理事 

   ・ ４月２１日 合同部会 パウダー協の中でも案内状を回付  

 ２）ＡＢＡ報告  

   ・ １－３月報告。（総会等） 

   ・ 今期は建築再生展などの展示会に出展を計画。(参考 建築再生展 ６月１５-１７日  

     東京ビッグサイト） 

３）出席者皆様の現状報告 

    ・ 塗料用・表面処理用原材料、特に輸入原料の価格高騰で塗料等価格アップ。 

販売店含めて値上げ交渉が大変な状況。(多数の方) 

    ・ 自動車業界の生産量の増減による影響が大きい。（少し良い時期もあったが、ここに来てま 

た半導体不足などで良くない状況が続いている）                     

                                           以上  
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    社内取組「戸﨑産業グリーンプロジェクト（TPG）」として再編 

               (戸崎産業㈱様より) 

  

戸﨑産業㈱様では環境対策対応の取組として以前よりＳＤＧｓ宣言を行っておられましたが、この度、

社内取組「戸﨑産業グリーンプロジェクト（TPG）」として再編されました。 

 

新規取組として、（下記は、戸﨑産業㈱戸﨑社長様からいただいた内容です）

 ① ＧＸリーグの賛同企業として登録されました。（全登録社数４４０社） 

GX リーグ設立準備公式 WEB サイト (gx-league.go.jp)

賛同企業名の製造業の中に弊社名が掲載されました。

  ＧＸリーグとは！  上記アドレスより。 

    「グリーントランスフォーメーション」の略。

２０５０年カーボンニュートラルや、２０３０年の国としての温室効果ガス排出削減目標の達成

に向けた取組を経済の成長の機会と捉え、排出削減と産業競争力の向上の実現に向けて、

「経済社会システム全体の変革」がＧＸです。

１．ＧＸリーグはＧＸ企業が産官学と協働する場  

  ２０５０年カーボンニュートラル実現と社会変革を見据えて、ＧＸヘの挑戦を行い、現在およ 

び未来社会における持続的な成長実現を目指す企業が同様の取組を行う企業群を官・

学と共に協働する場が、ＧＸリーグです。 

      ２．ＧＸリーグが目指すもの 

       ＧＸへの挑戦を行う企業が、排出量削減に貢献しつつ、外部から正しく評価され成長でき 

社会（経済と環境および社会の好循環）を目指します。 

３．ＧＸリーグのコンセプトは「リーダーシップ」

        ＧＸリーグが目指す好循環には多くの企業による自発的・能動的な未来社会への行動、 

        「ＧＸへのリーダーシップ」が必要です。

      ＧＸリーグは、リーダーシップを持って２０５０年のあるべき社会をリードする未来企業の集合体  

を目指します。 

   パウダー協では賛助会員企業の「ＡＧＣ（株）」様、粉体塗装研究会では「ダイキン工業（株）」 

及び「ＤＩＣ（株）」様が全登録社数４４０社に入られております。 

② 大阪万博・共創チャレンジに登録されました。 

TEAM EXPO 2025 | CHALLENGE （４月７日 登録で弊社・社章が写っております）

戸﨑産業！工業塗装で取り組む SDGｓプロジェクト|TEAM EXPO 2025 | CHALLENGE 

この、共創チャレンジですが「工業塗装で取り組む SDGｓプロジェクト」という題名にて特に 

ＶＯＣ削減にをテーマに粉体塗装の推奨を進める内容で取組の展開として弊社だけでなく全国 

の工業塗装関係等、塗装に係る皆さんと一緒に環境配慮に取組みたいという思いを持った内容 

です。

組 合 便 り ２

https://gx-league.go.jp/
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
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この共創チャレンジを通じて大阪万博から我々、工業塗装業界のＳＤＧｓ取組みや環境配慮型 

塗装の推進を広く世界に発信できる場となればと思っております。 

 

参考 ：２０２５年日本国際博覧会協会事務局より  登録申請後に届いた内容 

 ご登録いただくにあたりまして、「TEAM EXPO 2025」プログラムについて、簡単にご紹介させていただ 

きます。 別添の PDF 資料も参照いただければと思いますが、 様々な企業や団体などの皆様が取り 

組まれている、または取り組もうとされている、未来社会に向けた「具体的なアクション」 を「共創チャレ 

ンジ」として登録いただき、その共創チャレンジを支援したり、皆様の「共創」を促進する存在になってい 

ただ ける企業や団体様に「共創パートナー」に登録いただいています。 TEAM EXPO では、大阪・関 

西万博とその先に向けた「共創の促進」を目的としておりますので、 広く世界に発信し、共感を得て広 

げていきたい取り組みをご登録いただきたいと思っております。 以上を踏まえまして、申請いただいた 

内容について、以下ご確認をお願いいたします。 ●共創チャレンジ内容について 環境にやさしいクリ 

ーンで安全な塗装を広めることが、御社の共創チャレンジ内容かと理解したのですが、 合ってますで 

しょうか。 

最後に、登録スケジュールにつきましてご連絡させていただきます。 こちらの事務処理上の都合で恐 

縮なのですが、 申請いただいた共創チャレンジ・共創パートナーについては、月次で登録手続き処理 

をさせていただいております。 月の半ばごろに一旦受付を締め切り、その月の月末付けで登録、翌月 

頭に HP で公開という流れとしております。 御社の申請につきましては、3 月分の登録として進めさせ 

ていただければと存じます。 3 月半ばまでに登録内容が固まり、問題なく進みましたら、4 月頭に HP 

で公開させていただけるかと思います  

 

 

戸﨑産業！工業塗装で取り組む SDGｓプロジェクト|TEAM EXPO 2025 | CHALLENGE 

 

   今後もＧＸリーグ、大阪万博を通じてのＳＤＧｓの取組みを戸﨑産業㈱様等を通じて発信して参 

りたいと考えています。（パウダー協事務局） 

 

会員企業の中での取組みの参考になればと事務局として考えております。 

 

               下記は戸﨑産業㈱様のＳＤＧｓ宣言です。 

                        

 

  ☆ 上記アドレスは下線部分の名前でグーグル検索するか、パウダー協ホームページのパウダーコーテ 

ィング誌タブから２０２２春季号を開いてクリックください。 

                                

https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「春の競演」
　春になると、住まいの近辺では春を競うように様々
な花が咲き誇る。海軍広場と「海軍道路」脇の農業台
地では、花桃の源平咲きが満開の桜並木と春を競い
合っていた。春満開のワンシーンでした。なお海軍広
場は５年後には国際花博覧会の会場となります。
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